
 

 

 

 

 

 

 

 

 今春闘は賃上げとあわせ、高稼働による労働強化を見直す職場・勤務改善が求められていま

す。航空連春闘統一アンケート（中間集計）によると、生活面で改善の兆しはあるものの依然とし

て約 5割が生活の苦しさを感じ、8割超が人員不足と感じている実態が浮き彫りになりました。

（表参照） 

 

安全面では「向上している」12.8％に対し

「低下している」は 35.7％でした。昨年とくら

べ「低下している」は 10.5 ポイント減ったも

のの、「どちらともいえない」は昨年比で 8.5

ポイント増加しました。ヒヤリハット経験は昨

年比で 3.5 ポイント減ったものの依然として

約３割の人がヒヤリハットを経験しています。 

生活面では改善の兆しが見えるものの、

「かなり苦しい」「やや苦しい」を合わせると

48.2％と 5割近くが苦しさを訴えています。人員につい

ては「足りている」16.5％に対し「不足している」は

83.5％でした。圧倒的多数が人員不足を訴えています。

業務実態については、「忙しくなった」「相変わらず忙し

い」を合わせると 75.2％に上っているように、人員不足

の反映と言えます。年休取得に

関しては、「全く取得できず」「ほ

とんど取得できず」を合わせる

13.6％に対し「ほぼ取得できた」

「全て取得できた」を合わせると

86.5％でした。昨年との比較では

ほぼ同じ傾向でしたが、1 割を超える人が取得できな

い状況にあります。 

賃上げはもとより、人員不足解消、疲労軽減のため

の勤務改善が求められます。 

以上 
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安

全 

安全は向上している 12.8％ 10.8％ 

安全は低下している 35.7％ 46.2％ 

どちらともいえない 51.5％ 43.0％ 

ヒヤリハット経験 27.0％ 30.6％ 

ヒヤリハットなし 73.0％ 69.4％ 

生

活 

実

態 

 

かなり苦しい 14.5％ 18.0％ 

やや苦しい 33.7％ 36.0％ 

まあまあだ 37.9％ 34.0％ 

ややゆとりがある 10.8％ 8.4％ 

ゆとりがある 3.0％ 3.7％ 

人

員 

不足している 83.5％ 88.1％ 

足りている 16.5％ 11.9％ 

業

務

実

態 

忙しくなった 32.5％ 46.4％ 

相変わらず忙しい 42.7％ 24.9％ 

変わらない 21.3％ 26.6％ 

楽になった 3.6％ 2.1％ 

年

休

取

得 

全く取得できず 1.6％ 1.6％ 

ほとんど取得できず 12.0％ 11.6％ 

ほぼ取得できた 70.2％ 66.3％ 

全て取得できた 16.3％ 20.5％ 

全ての争議を解決し 
安全・安心の航空へ 


